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９日～16日
仲間の絆を強めて
組合を大きくしよう！

９月の組織拡大行動週間

■
現
場
訪
問
行
動
の
実
践

　

各
支
部
に
よ
る
現
場
訪
問
・
事
業
所
訪
問
・
組
合
員
宅
訪
問
行
動
を
進
め
ま
す
。

　

訪
問
す
る
こ
と
で
何
か
き
っ
か
け
や
チ
ャ
ン
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

■
組
合
加
入
後
、
１
年
以
内
の
組
合
員
を
訪
問
す
る
行
動
を
実
践
。

　

加
入
し
た
ば
か
り
の
人
な
ら
、
横
の
繋
が
り
で
組
合
の
未
加
入
者
を
知
っ
て

　

い
る
可
能
性
も
高
い
の
で
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
組
合
加
入
し
て
１
年
以

　

内
の
新
加
入
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
取
組
み
ま
す
。

■
新
規
加
入
者
の
加
入
動
機
は
仲
間
や
親
方
の
紹
介
が

　

７
割
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

加
入
目
的
は
労
災
保
険
が
31
％
、
中
建
加
入
は
49
％
で
全
体
の
80
％
。

　

一
人
ひ
と
り
の
仲
間
が
、
自
分
の
働
く
現
場
で
「
組
合
宣
伝
」
を
し
て
頂
き
、

　

未
加
入
者
が
い
れ
ば
「
組
合
の
仲
間
に
入
ら
な
い
か
」「
未
加
入
者
を
紹
介

　

し
て
」
と
声
か
け
と
ご
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
中
建
国
保
や
労
災
保
険
を
使
っ
た
仲
間
や
事
業
所
か
ら
の

　

発
信
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
加
入
し
て
い
て
助
か
っ
た
・
良
か
っ
た
と
言
う
。
生
の
声
を
広
げ
て
い

　

き
ま
し
ょ
う
。

　

組
合
は
労
災
や
中
建
・
税
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
の
助
け
合
い
・

　

つ
な
が
り
が
持
て
る
組
織
で
あ
る
こ
と
も
訴
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■
事
業
所
や
建
材
店
・
公
共
機
関
等
へ
の
ポ
ス
タ
ー
貼
付
で

　

組
合
宣
伝
を
強
化
。

　

丸
型
マ
グ
ネ
ッ
ト
貼
付
で
仲
間
の
連
帯
と
存
在
を
み
ん
な
で
高
め
ま
し
ょ
う
。

■
書
記
局
は
現
場
訪
問
行
動
を
す
す
め
、
コ
ー
ナ
ン
プ
ロ
や

　

ビ
バ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
組
合
宣
伝
。

組合に加入していることがメリット。加入してから自分にあったメリットを見つけていく。

一人ひとりの仲間が、自分の働く現場で「組合宣伝」

２0００名組織を守り抜き、
　　　　　　早期２1００名回復をめざして！

　

組
合
員
皆
さ
ん
な
ら
び
に
役
員
皆
さ
ん
に
は
、
組
合
諸
活
動
に
ご
協
力
と
ご
理
解

を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

３
ヶ
月
の
組
織
数
は
６
月
末
２
０
６
２
名
、
７
月
末
２
０
６
２
名
、
８
月
末
は
２

０
６
７
名
と
な
り
、
前
月
よ
り
５
名
の
実
増
と
な
り
ま
し
た
。
実
増
へ
と
繋
が
っ
た

の
は
組
合
員
さ
ん
は
じ
め
役
員
皆
さ
ん
の
声
か
け
運
動
が
実
を
結
ん
だ
結
果
で
す
。

た
だ
、
昨
年
８
月
時
の
組
織
数
２
１
３
８
名
よ
り
７
１
名
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
活
動
の
成
果
は
一
朝
一
夕
に
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
各
支
部
拡
大
目
標
達
成

と
、
２
０
０
０
名
組
織
を
守
り
抜
く
と
共
に
、
２
１
０
０
名
の
早
期
回
復
に
向
け
、

役
員
さ
ん
な
ら
び
に
組
合
員
皆
さ
ん
の
組
織
拡

大
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

組
合
に
は
中
建
国
保
・
労
災
保
険
・
税
金
申

告
相
談
・
建
退
共
・
全
労
済
各
種
共
済
・
技
能

資
格
取
得
・
顧
問
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
、

さ
ら
に
は
仲
間
同
士
の
助
け
合
い
な
ど
、
組
合

費
以
上
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
組
合
の
運
動
に
自
信
を
持
っ
て
組
合
へ

の
加
入
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◇
秋
の
組
織
拡
大
強
化
月
間
も
本
部
・
支
部
が

　
　
　
　
　
　
　
　
一
体
と
な
り
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

組
合
本
部
で
は
８
月
９

日（
日
）の
午
後
１
時
よ
り
、

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設

に
必
要
な
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
学
習

会
を
開
催
し
12
名
が
受
講

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
全
建
総
連
事

業
推
進
室
室
長
の
酒
井
仁

巳
氏
よ
り
、Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ（
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
）
っ
て
何
・
ど
う
し

て
必
要
な
の
か
。
登
録
方

法
な
ど
色
ん
な
疑
問
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
、
ス

マ
ホ
を
操
作
し
な
が
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ゼ
ネ
コ
ン
現
場
等
に
従

事
す
る
建
設
職
人
や
一
人

親
方
さ
ん
に
つ
い
て
は
Ｃ

Ｃ
Ｕ
Ｓ
登
録
が
進
ん
で
お

り
レ
ベ
ル
別
賃
金
へ
の
対

ビブスを着用して労災・中建を強くＰＲ

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
に
必
要
な

　
　
　
　
　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
学
習
会
を
開
催

応
急
仮
設
木
造
住
宅
建
設
に
必
要
な

　
　
　
　
　
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
学
習
会
を
開
催

優待割引が受けられます♨
下記２店舗にて優待割引が受けられること
になりました。
券売機を使わずに、
フロントにて建築
組合会員証を提示
して頂き、現金も
しくはPayPay に
て優待料金をお支払い下さい。
※本人含む２名様までの適用となります。

橿原市新堂町 210 番地 1

橿原市醍醐町 375 番地

組合本部

酒井室長よりＣＣＵＳ登録を学ばれる皆さん

応
も
徐
々
に
で
す
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

町
場
で
は
な
か
な
か
登
録

が
進
ん
で
お
ら
ず
、
普
及

促
進
が
急
が
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
で
は
頻
発

す
る
大
規
模
災
害
や
地
震

に
よ
り
住
宅
等

が
損
壊
し
て
し

ま
い
住
む
と
こ

ろ
が
奪
わ
れ
て

い
ま
す
。
一
日

で
も
早
く
心
安

ら
ぐ
場
所
と
し

て
応
急
仮
設
住

宅
の
建
設
が
急

が
れ
ま
す
が
、

こ
の
仮
設
住
宅

の
建
設
現
場
に

入
場
す
る
た
め

に
は
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ

登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
学
習
会
で
は
そ
の

登
録
に
必
要
な
知
識
や
ス

キ
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
（
本
部
書
記　

能
城
記
）



香
芝
支
部

中
央
公
民
館
主
催
の
夏
休
み
こ
ど
も
わ
く
わ
く
体
験

中
央
公
民
館
主
催
の
夏
休
み
こ
ど
も
わ
く
わ
く
体
験

「
プ
ロ
と
一
緒
に
親
子
で
木
工
」＆

　
　
　
　
「
増
改
築
１
日
無
料
相
談
」

「
プ
ロ
と
一
緒
に
親
子
で
木
工
」＆

　
　
　
　
「
増
改
築
１
日
無
料
相
談
」

毎月１回発行　885号 2026年９月１日（2）

応接室を借りて増改築無料相談

　

８
月
15
日
（
土
）
に
香

芝
中
央
公
民
館
主
催
「
プ

ロ
と
一
緒
に
親
子
で
木
工

教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

公
民
館
に
向
か
い
「
住
ま

い
の
事
な
ら
地
元
の
建
築

職
人
へ
」
の
横
断
幕
や
組

合
啓
発
の
幟
を
会
場
出
入

り
口
や
会
場
内
に
掲
げ
建

築
組
合
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

　

９
時
半
か
ら
予
定
の
参

加
者
11
組
が
次
々
と
来
場

し
、
入
り
口
で
相
談
者

グ
ッ
ズ
（
香
芝
支
部
名
前

入
り
の
タ
オ
ル
・
木
の
特

性
、
施
工
上
の
注
意
・
住

宅
の
点
検
シ
ー
ト
・
ア
ン

仲
間
や
建
築
現
場
の

　
　
　
　
　
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

　
組
合
で
は
春
と
秋
に
組
織
拡
大

強
化
月
間
を
設
け
て
、
新
規
加
入
者

97
名
を
目
標
に
各
支
部
組
織
拡
大
運

動
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。

　
現
場
や
取
引
先
や
友
人
知
人
な
ど
、

組
合
に
未
加
入
の
建
築
関
係
の
方
が

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
業
主
・
一
人

親
方
・
職
人
を
問
わ
ず
ご
紹
介
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
組
合
事
業
内
容
と
し
て
中
建
国
保
、

労
災
保
険
、
税
金
申
告
、
建
設
業
許

可
な
ど
の
相
談
を
詳
し
く
ご
説
明
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ご
紹
介
い
た
だ
け
る
方
が
お
ら
れ

ま
し
た
ら
、
組
合
本
部
ま
た
は
所
属

支
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
に
よ
る
「
未
加
入
者
の
掘
り

起
し
」
と
「
声
か
け
」
が
最
大
の
力

と
な
り
ま
す
。

機関紙が
ホームページでも
ご覧になれます

休憩時間のコーヒーと
共に、現場や事務所で
も全奈良県建築ニュー
スを読んでみませんか。
（組合からの
　お知らせ欄
　で閲覧）

詳しくはこちら⇒

ケ
ー
ト
等
）
を
手
渡
し
ま

し
た
。
和
田
全
示
支
部
長

の
挨
拶
と
和
田
全
立
本
部

青
年
副
部
長
か
ら
道
具
の

取
り
扱
い
方
や
の
こ
ぎ
り

の
切
り
方
を
示
し
た
作
業

書
を
配
布
し
講
義
後
作
業

の
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

例
年
お
母
さ
ん
と
女
の

子
の
参
加
が
多
い
中
、
今

年
は
お
父
さ
ん
と
男
の
子

の
参
加
が
多
く
慣
れ
な
い

手
つ
き
で
、
の
こ
ぎ
り
で

木
を
切
っ
た
り
、
釘
を

打
っ
た
り
楽
し
く
作
品
を

作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
か
ら
少
し
で

も
建
築
に
興
味
を
持
っ
て  

　
　
　
　

も
ら
え
る
と
嬉

　
　
　
　

し
い
で
す
。　

　
　
　
　

支
部
事
務
所
に

　
　
　
　

戻
り
、
食
事
を

し
な
が
ら
今
日
の
よ
か
っ

た
と
こ
ろ
と
か
反
省
の
部

分
と
か
を
青
年
部
員
と
支

部
三
役
で
話
し
合
い
ま
し

た
。

（
副
支
部
長 

山
本
勝
康
記
）

　

増
改
築
無
料
相
談
に
つ

い
て
は
「
プ
ロ
と
一
緒
に

親
子
で
木
工
教
室
」
と
並

行
で
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
１
人
目
の
相
談
者
が

お
見
え
に
な
り
内
容
は
築

45
年
の
木
造
軸
組
瓦
葺
き

二
階
建
て
四
間
取
り
の
家

で
、
市
の
耐
震
診
断
を
し

て
も
ら
っ
た
が
耐
震
力
は

無
く
、
実
際
床
に
ボ
ー
ル

を
お
く
と
、
南
側
の
河
川

敷
の
方
に
流
れ
て
行
く
始

末
で
床
下
写
真
で
は
一
個

石
の
上
に
柱
が
乗
っ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

家族や組合員が協力、迷路、ポスト等を作り上げました

　

数
年
前
の
雨
漏
り
で
瓦

の
葺
き
替
え
を
し
て
お
り
、

解
体
に
は
勿
体
無
い
の
で

耐
震
を
含
む
改
築
は
可
能

か
と
の
相
談
で
し
た
。
河

川
側
で
地
盤
沈
下
を
考
え

ら
れ
る
の
で
高
田
土
木
に

て
「
建
替
等
の
事
を
考
え

て
い
る
が
空
き
地
に
な
れ

ば
補
強
等
の
策
は
取
っ
て

も
ら
え
る
の
か
？
」
と
相

談
を
さ
れ
て
は
と
の
返
答
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
事
も

ご
存
じ
だ
っ
た
の
で
「
身

を
守
る
に
は
最
適
で
す
が

家
を
守
る
為
に
は
耐
震
工

事
が
必
要
で
す
よ
。」
と

お
話
し
し
て
１
時
間
弱
で

終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後

は
相
談
者
が
無
か
っ
た
の

で
事
務
所
に
鍵
を
返
し
て

帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

（
支
部
長　

和
田
全
示
記
） 

組合顧問弁護士へご相談下さい

◎工事中・後の施主との工事代金不払い
◎竣工後の施工面のクレーム
◎元請や業者間との賃金不払い
◎手形や小切手の取引の問題
◎債権回収の相談　
◎従業員の賃金や雇用等に関する問題　
上記のような問題等を抱えておられたら、一人で悩まずに
ご相談下さい。組合では顧問弁護士と契約を結んでいます。
最初の３０分間は無料です。
・先ずは組合本部へご連絡下さい。
・直接、ご連絡頂く場合は建築組合員ですと申し添え下さい。
　　奈良総合法律事務所　０７４４－２３－８６１１



毎月１回発行　885号（3）2026年９月１日

令和８年８月新加入（敬称略）

支　部

生　駒

生　駒

北　葛

北　葛

菟田野

氏　名

堤　　義文

西村　嘉之

岩下　愛莉

中山　正博

瀧岡　　康

紹介者

瀧口　　宏

武田臣弘（奈良）

大内　　浩

松井　宏之

梅崎　雅嗣

年令

53

60

30

68

57

職　種

内装工

美装工

現場監督

重機オペレーター

建築

令和８年７月新加入（敬称略）

支　部

天　理

橿　原

橿　原

橿　原

氏　名

奥  　 聡

アリフリド・マチリアル

ピアン・ヌルマンシャー

ロキ・アヌグラ

紹介者

黒住　幸司

平原　大輔

平原　大輔

平原　大輔

年令

56

18

20

19

職　種

大　工

とび工

とび工

とび工

組
合
員　

２
、０
６
７
名　

支
部
組
織
人
員（
令
和
８
年
８
月
20
日
現
在
）

今月の労災事故件数
（令和８年７月21日～
　　　令和８年８月20日まで）

一人親方２件／一括有期２件

1. 墜落・転落

項　　　目
一人
親方 合計

職人 業主

2. 転倒

3. 飛来・落下

4. 電動工具

5. 切れ・擦れ

6. 踏み抜き

7. 破壊・倒壊

8. 動作の反動・無理な動作

9. 交通事故

10. その他（激突・感電等）

合　　　計

一括有期

1
0
0
0
0
0
0
0
0
1
2

1
1
0
0
1
0
0
0
0
1
4

0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1

0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
1

奈　良

生　駒

山　添

都　祁

郡　山

斑　鳩

天　理

東宇陀

田原本

北　葛

桜　井

香　芝

宇　陀

橿　原

菟田野

東吉野

御　所

吉　野

中吉野

五　条

川　上

西吉野

天　川

十津川

下北山

合　計

113

169

27

11

48

38

153

14

65

283

119

95

119

458

41

18

76

49

52

87

10

5

2

12

3
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『先月より５名増』

◎ 

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
３
６
ー
２
０
４
０

情
報
コ
ー
ナ
ー

各
種
試
験
・
技
能
講
習
の
ご
案
内

奈
良
県
労
働
基
準
協
会
や
建
災
防
奈
良
県
支
部
で
は

各
種
技
能
講
習
会
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

○ 

玉
掛
け
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
９
月
24
日
〜
25
日（
組
本
）
実
技　
９
月
28
日

　
　

 

学
科　
10
月
15
日
〜
16
日（
組
本
）
実
技　
10
月
19
日

　

○ 

有
機
溶
剤
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
26
日
〜
27
日

　

○ 

建
築
物
石
綿
含
有
建
材
調
査
者
講
習

　
　

 

学
科　
11
月
17
日
〜
18
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
12
月
３
日

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
10
月
８
日
〜
９
日

◎ 

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協
会
主
催

　
　

問
合
せ
先　

０
７
４
２
ー
２
２
ー
３
３
４
５

情
報
コ
ー
ナ
ー

申
込
み
は
労
働
基
準
協
会
並
び
に
建
災
防
奈
良
県
支
部
ま
で

お
問
合
せ
下
さ
い
。       

基
準
協
会
や
建
災
防
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
（
組
本
）
は
組
合
本
部
が
会
場

　

○ 

石
綿
作
業
主
任
者
技
能
講
習

　
　

 

学
科　
令
和
９
年
１
月
19
日
〜
20
日

　

○ 

フ
ル
ハ
ー
ネ
ス
型
安
全
帯
使
用
特
別
教
育

　
　

 

学
科　
11
月
19
日

この法律の対象

企業（工務店等）
（従業員を使用）

一人親方
（従業員を使用していない）

この法律の対象外例：一人親方として働く大工の場合

（事業者ではなく消費者からの請負）

消費者（個人の施主）が
リフォーム工事を発注（事業者からの工事発注）

企業がリフォーム
工事を発注

消費者

「フリーランス新法」ご存知ですか
建設業の一人親方との取引にも適用されます

気づかぬ間に違反の可能性
令和６年 11月から施行されているフリーランス・事業者間取引適正化等法について確認しましょう。
元請業者や上位請負業者がフリーランス（一人親方）に仕事を発注する場合、下記①～⑤のような法令遵守が義務付けられます。

①書面又は電磁的方法による取引条件の明示。　　　②完了後６０日以内に支払期日を定め、その定め通り報酬を支払うこと。
③１ヶ月以上の業務委託をしている場合は不当な受領拒否や報酬の減額等を行わない。
④ハラスメント対策の体制を整えること。
⑤募集情報の的確かつ最新の表示をすること。加えて６ケ月以上の業務委託を行う場合は、育児介護等と業務の両立に対する
　配慮や中途解除、更新止めを行う場合は３０日前までに予告や理由の提示を行うこと等。

※一人親方とは「請負契約の相手方である事業者で従業員を使用しないもの」とし、発注事業者とは「一人親方に工事発注する
　事業者で従業員を使用するもの」と定められています。

近年、働き方改革の影響や働き方の多様化から、
一人親方の保護が進められています。
知らない間に違反をされていた、違反をしていた
ということがないようにしましょう。
❖契約や支払い、業務内容など取引上のトラブル
　が発生した場合は、
　相談窓口「フリーランス・トラブル１１０番」
　☎０１２０－５３２－１１０にご相談ください。



出産祝い金制度
青年組合員さん交付申請を忘れずに
組合では青年組合員の皆さんのお子様の誕生
を祝い、健やかな成長を願って、平成 20年
から出産祝い金を給付しています。
給付を受けられる方は、対象児の出生日前、
１年以上引き続き組合に在籍していること。
組合費及びその他の義務負担金を滞納していないことが必要条件です。
申請手続きや必要書類はその他については、所属支部や組合本部
までお問合せ下さい。
※申請期限は、対象児の出生の日の翌日から２年以内にご提出ください。

支給額は、
1人につき
2万円です

夏
休
み
子
供
木
工
教
室

毎月１回発行　885号 2026年９月１日（4）

　

毎
年
恒
例
の
夏
休
み
子

供
木
工
教
室
と
包
丁
研
ぎ

が
８
月
２
日
（
日
）
に
北

葛
支
部
会
館
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
連
日
の
猛
暑

の
中
、
支
部
役
員
さ
ん
た

ち
に
よ
っ
て
会
場
が
準
備

さ
れ
７
人
の
子
供
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
工
作
は
「
伸
縮

す
る
本
立
て
」 

９
時
半
開

始
で
支
部
長
挨
拶
の
後
、

藤
井
本
財
政
長
よ
り
組
み

北
葛
支
部
青
年
部
主
催

夏
休
み
子
供
木
工
教
室

立
て
方
の
説
明
を
受
け
、

釘
の
打
ち
方
や
ビ
ス
の
止

め
方
、
接
着
剤
の
つ
け
方

な
ど
を
指
導
し
て
も
ら
い
、

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
作

業
を
進
め
ま
し
た
。

　

伸
縮
す
る
部
分
は
板
が

少
し
で
も
ズ
レ
て
し
ま
う

と
上
手
く
伸
び
縮
み
し
な

い
の
で
、
何
度
も
支
部
役

員
さ
ん
に
調
整
し
て
も

ら
っ
て
い
る
参
加
者
も
い

ま
し
た
。

伸縮する本立てが見事に完成しました

役員さんが組立てや釘打ちを指導しています

令和８年度 後期
技能検定受検案内

受検申請受付

検 定 職 種

受検手数料

受 検 資 格

10月５日（月）～10月16日（金）
組合では一括申請をしますので、10月12日までに
組合本部へご提出下さい。
以外は各自で申請手続きをお願いします。

建築大工・型枠施工・かわらぶき・配管・
石材施工ほか

実技　１８，２００円
学科　　３，１００円

実務経験のみで、１級受検の場合７年以上必要
実務経験のみで、２級受検の場合２年以上必要

※不明瞭な点については、担当の能城書記までお問合せ下さい。

～労災保険の特別加入～

中 小 事 業 主 特 別 加 入 労 災とは

　建築・建設の事業を行う方で、労働者を使用しないで建設業などを
行うことを常態とする方が一人親方労災に加入することができます。
　ただし、１年間において労働者を使用する見込みが“100人工未満”
となるような場合に加入できます。
　一人親方労災は基本的に外注扱いとされていますので、すべての労
災事故に一人親方労災を適用するという訳ではありません。あくまで
もその現場でどのような形態で働くかによって変わってくる可能性が
あります。
① 元請労災の適用になります。
　一人親方労災加入者が、時に臨時の応援（職人）として働く場合や、
事業所の常用職人として働く場合は、本人が加入している一人親方労
災ではなく、元請労災を使用することになります。労働条件通知書を
交わし雇用関係を明確にしておいて下さい。
② 職人を雇用した場合は、必ず一括有期労災に加入を！
　一人親方労災に加入している人が“元請”をした場合に、本人がケ
ガした場合は一人親方労災を使用しますが、臨時の応援（職人）を頼
んだり、下請の事業主が職人を連れてきた場合には、一人親方労災で
はこれらの人に補償を行うことができません。一括有期労災に加入す
る必要があります。
③ 親子(同居家族)で仕事をしている場合は、個々に一人親方
　 労災保険に加入しないと労災保険は適用されません。

一人親方労災の加入範囲
年間１００人工未満の労働者使用

　常時職人さんを雇用している場合は、一括有期労災保険に加入し
なければなりませんが、その事業主本人や同居の親族（法人は取締
役等）は、事業主 ( 家族 ) 特別加入することで、労災補償を受ける
ことになります。
「事業主特別加入と一人親方労災とは補償範囲が異なります」
●事業主特別加入の休業補償は、原則、療養のため全部労働不能で 
　あることが支給条件です。全部労働不能とは、入院しているか又
　は通院日のため従来の業務が全く出来ない状態等をいいます。
●一人親方労災は基本的に一般労働者と同じ補償で３６５日補償の
　対象となります。

建築組合で
公式 LINE を

新たに作りました 

建築組合で
公式 LINE を

新たに作りました 

建築組合で
公式 LINE を

新たに作りました 

　

ほ
と
ん
ど

の
子
供
た
ち

が
１
時
間
ほ

ど
で
組
み
立

て
を
完
了
し
、

小
木
片
や
キ

ラ
キ
ラ
タ
イ

ル
で
さ
ま
ざ

ま
に
デ
コ

レ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
、
個

仕事に関すること、各種講習会、青年
部活動、組合全般に関することなど、
発信していきますので、ぜひ、ご登録
よろしくお願いします。

性
豊
か
な
作
品
を
手
に
集

合
写
真
を
撮
り
11
時
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

下
準
備
や
会
場
設
営
に

片
付
け
暑
い
中
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

（
通
信
員　
岡
本
真
樹
記
）


